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祝
「
名
古
屋
節
句
飾
」

　
　
　
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

愛
知
県
や
岐
阜
県
で
製
造
さ
れ
て
い

る
「
名
古
屋
節
句
飾
」
が
、
１
月
15
日

㈮
に
経
済
産
業
省
か
ら
伝
統
的
工
芸
品

と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

指
定
を
受
け
て
、
中
部
人
形
節
句
品

工
業
協
同
組
合
の
組
合
長
で
あ
る
山
田

泰
男
理
事
長
は
「
ア
ピ
ー
ル
が
難
し
い

分
野
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
機
に
宣
伝

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
高
い

レ
ベ
ル
の
製
品
を
作
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

申
請
に
あ
た
り
尽
力
し
た
㈱
好
洋
の

清
村
好
英
社
長
は
「
職
人
と
の
結
び
付

き
が
非
常
に
強
い
地
域
。
個
々
が
独
立

し
、
製
造
者
が
販
売
も
行
っ
て
き
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
を
用
い
た
頭
や
サ

イ
ズ
の
呼
称
な
ど
、
独
特
の
技
法
や
こ

の
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
。

そ
う
し
た
文
化
や
技
法
を
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
力
と
し
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
狙
い
が
あ
っ
た
」
と
申
請
の
背
景
を

話
し
、
次
の
よ
う
に
期
待
を
込
め
る
。

「
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
さ
れ
る

こ
と
で
職
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
、
継
続
し
て
働
き
続
け
て
ほ
し
い
」。

清
村
社
長
は
指
定
を
受
け
、「
こ
こ

ま
で
準
備
す
る
の
に
10
年
以
上
か
か
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。『
や
っ
と
』
と
い
う
思
い
が
強
い
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
た
い
」
と
話

し
、「
名
古
屋
節
句
飾
は
、
郷
土
玩
具

か
ら
か
ら
く
り
人
形
ま
で
多
彩
な
技
術

と
表
現
力
が
あ
る
。
そ
れ
が
地
域
の
光

る
手
技
」
と
胸
を
張
る
。

今
後
の
発
展
に
も
期
待
し
た
い
。

名
古
屋
節
句
飾
の
沿
革
と
歴
史

名
古
屋
節
句
飾
は
「
衣
裳
着
人
形
」

「
幟
旗
類
」「
雪
洞
」
の
三
点
か
ら
な
る
。

主
な
製
品
は
次
の
通
り

人
　
形
…
…
ひ
な
人
形
や
五
月
人
形
、

浮
世
人
形
、
市
松
人
形

幟
旗
類
…
…
鯉
の
ぼ
り
、
武
者
絵
幟
、

鍾
馗
旗

雪
　
洞
…
…
雪
洞
、
燭
台

名
古
屋
は
尾
張
德
川
家
の
城
下
町
と

し
て
、
江
戸
前
期
よ
り
各
種
の
工
芸
技

術
が
発
達
し
て
い
た
。
衣
裳
着
人
形
と

幟
旗
類
は
、
江
戸
後
期
に
『
尾
張
年
中

行
事
絵
抄
』
に
記
さ
れ
る
ほ
ど
発
展
し

た
。
雪
洞
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
よ

り
提
灯
製
造
が
盛
ん
で
、
節
句
用
の
雪

洞
も
そ
の
一
つ
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た

歴
史
が
あ
る
。

名
古
屋
節
句
飾
の
製
造
工
程

衣
裳
着
人
形
／
頭
づ
く
り
・
胴
づ
く
り

→
衣
裳
づ
く
り
→
着
せ
付
け
→
振
り

付
け
→
仕
上
げ
→
完
成

幟
旗
類
／
枠
掛
け
→
筒
引
き
→
染
め
・

天
日
干
し
→
水
洗
い
→
裁
断
・
縫

製
・
口
輪
付
け
→
完
成

雪
洞
／
火
屋
づ
く
り
→
骨
づ
く
り
→
組

み
立
て
→
塗
り
→
内
貼
り
→
絵
付
け

→
金
具
装
着
→
完
成

名
古
屋
節
句
飾
の
特
徴

●
衣
裳
着
人
形

①
製
品
の
幅
が
広
い
。
名
古
屋
地
域
は

郷
土
玩
具
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
土
人

形
か
ら
、
か
ら
く
り
人
形
ま
で
幅
広

く
存
在
す
る
。

②
人
形
店
の
組
織
は
他
の
地
域
と
異
な

る
。
職
人
（
生
産
者
）
と
御
店
（
お

た
な
＝
問
屋
）
の
分
業
制
で
は
な
く
、

事
業
部
制
の
よ
う
な
店
単
位
で
製
造

か
ら
販
売
ま
で
手
掛
け
る
。

③
江
戸
、
明
治
期
は
生
産
が
盛
ん
で
、

宮
の
渡
し
か
ら
地
元
の
物
産
品
と
し

て
他
地
域
に
販
売
さ
れ
て
き
た
。
販

路
拡
大
の
恩
恵
を
受
け
た
の
で
、
水

運
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
大
阪
の

住
吉
神
社
の
修
繕
時
に
は
明
治
、
昭

和
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し
た
。

④
名
古
屋
節
句
品
の
雛
は
派
手
で
売
り

や
す
く
で
き
て
い
る
。

⑤
名
古
屋
の
人
形
店
は
製
造
か
ら
販
売

ま
で
手
掛
け
て
い
る
の
で
資
本
の
蓄

積
が
あ
り
、
い
ち
早
く
先
端
の
技
術

を
取
り
入
れ
る
機
運
が
あ
る
。
陶
頭

も
瀬
戸
の
業
者
と
協
力
し
て
、
他
の

地
域
よ
り
優
れ
た
複
製
技
術
に
よ
り
、

陶
の
上
に
直
接
上
塗
り
胡
粉
で
仕
上

げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
優

れ
た
複
製
技
術
は
戦
後
プ
ラ
頭
、
石

膏
頭
の
開
発
に
貢
献
。
一
時
、
業
界

過
半
数
の
生
産
力
を
持
っ
た
。

⑥
各
地
域
の
人
形
の
形
状
の
特
徴
は
、

京
人
形
は
上
品
、
江
戸
雛
は
粋
、
岩

槻
人
形
は
江
戸
に
親
し
み
を
加
え
た

庶
民
的
、
駿
河
は
量
産
可
能
な
普
及

品
。
京
都
は
大
阪
を
中
心
に
関
西
圏
、

江
戸
、
岩
槻
は
関
東
圏
と
い
う
巨
大

な
商
圏
が
あ
る
。
名
古
屋
雛
は
派
手

で
豪
華
が
特
徴
で
中
部
圏
を
含
め
圏

外
に
販
売
を
広
げ
た
。

　
　

大
き
さ
を
表
す
呼
称
も
旧
来
の

「
七
番
」
「
八
番
」
「
6
寸
」
「
7

寸
」
か
ら
「
７
Ｓ
」
「
８
Ｓ
」

「
６
１
３
」
「
７
１
３
」
の
よ
う
に

名
古
屋
の
人
形
店
の
寸
法
が
業
界
で
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「衣裳着人形」

「幟旗類」

「雪洞」

一
般
的
と
な
っ
た
。

⑦
か
ら
く
り
人
形
師
が
手
掛
け
た
市
松

や
雛
、
武
者
人
形
も
名
古
屋
節
句
飾
。

木
彫
の
頭
、
胴
に
仕
立
て
上
が
り
の

装
束
を
付
け
た
逸
品
。

⑧
風
俗
人
形
や
武
者
人
形
な
ど
は
脚
を

足
裏
ま
で
針
金
を
貫
通
さ
せ
て
串
刺

し
状
に
脚
を
作
り
胴
に
装
着
す
る
。

足
の
裏
ま
で
針
金
が
貫
通
し
て
な
い

場
合
は
台
付
け
す
る
と
き
、
足
裏
に

竹
釘
か
鉄
釘
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
戦
後
、
人
形
を
台
に
取
り
付
け

て
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
、
名

古
屋
式
の
胴
は
台
に
刺
し
た
針
金
を

台
裏
で
曲
げ
る
こ
と
で
早
く
、
強

固
に
台
付
け
で
き
る
。
大
き
な
人
形

や
た
お
や
か
な
女
性
の
表
現
が
可
能

に
な
っ
た
。
名
古
屋
は
桐
塑
と
藁
胴

の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
の
幅
を
広
げ
、

型
崩
れ
の
少
な
い
製
品
を
効
率
よ
く

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑨
胴
に
手
の
針
金
を
付
け
る
際
、
針
金

の
中
央
に
小
さ
な
Ｖ
字
を
作
り
胴
に

装
着
す
る
。
五
月
人
形
の
重
い
小
道

具
を
付
け
て
も
形
状
が
変
ら
な
い
。

雛
の
場
合
も
多
く
の
襲
を
着
せ
て
腕

折
り
す
る
と
き
も
、
針
金
が
胴
に

し
っ
か
り
と
接
着
し
て
い
る
の
で
正

確
に
作
業
で
き
る
。
高
額
品
の
条
件

と
な
る
左
右
平
均
の
取
れ
た
美
し
い

形
が
で
き
る
。

●
幟
旗

江
戸
時
代
に
軒
先
に
菖
蒲
を
差
し
、

庭
先
に
幟
を
立
て
て
、
季
節
の
変
わ
り

目
の
邪
気
祓
い
を
し
た
こ
と
が
起
こ
り
。

や
が
て
屋
外
飾
り
と
室
内
飾
り
は
別
々

に
発
展
し
、
室
内
飾
り
に
は
豪
華
な
幟

枠
が
作
ら
れ
、
鍾
馗
旗
や
武
者
幟
旗
が

飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

外
幟
は
勇
壮
な
大
漁
旗
の
技
法
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
竹
に
よ
る
枠
掛
け
、
糊

置
き
、
ボ
カ
シ
な
ど
の
技
法
が
発
達
し
、

室
内
飾
り
と
は
異
な
る
発
展
を
遂
げ
た
。

こ
の
地
方
の
染
色
は
名
古
屋
友
禅
の

発
祥
地
で
あ
る
名
古
屋
市
西
区
を
起
源

と
し
、
外
幟
に
使
用
さ
れ
る
木
綿
は
三

河
地
方
が
日
本
最
古
の
生
産
地
で
あ
る
。

名
古
屋
地
域
に
お
け
る
幟
旗
は
中
村

幟
幕
店
が
天
正
年
間
か
ら
始
ま
り
、
幟

幕
か
ら
武
者
幟
、
鯉
幟
へ
発
展
し
、
筒

描
き
、
暈
し
染
め
に
よ
る
黄
腹
の
鯉
と

な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、「
愛
知
玩
具
人
形
組
合
百
年

の
あ
ゆ
み
」
に
は
、
明
治
末
期
に
尾
張

地
方
の
特
産
品
で
あ
る
鯉
の
ぼ
り
が
明

治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
。
鯉
の
ぼ
り
と
し
て
は
大
正
５
年

に
三
河
の
資
料
館
に
、
明
治
末
期
に
安

城
市
歴
史
博
物
館
に
ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ

り
製
の
鍾
馗
旗
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

●
雪
洞

こ
の
地
方
は
木
曽
檜
、
松
、
美
濃
和

紙
、
小
原
和
紙
な
ど
木
工
紙
製
品
の
素

材
が
豊
富
で
古
く
か
ら
提
灯
の
生
産
が

各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
。
節
句
飾
に
は
、

「
家
が
代
々
続
き
ま
す
よ
う
に
」
と
の

願
い
を
込
め
、
明
か
り
が
象
徴
的
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は

お
雛
様
に
は
雪
洞
、
五
月
人
形
に
は
陣

屋
提
灯
と
区
別
さ
れ
る
が
、
陣
屋
提
灯

は
提
灯
の
中
で
も
火ひ

袋ぶ
く
ろ

物
と
言
わ
れ
、

桟
の
無
い
折
り
た
た
め
る
提
灯
で
あ
る
。

雪
洞
の
よ
う
な
提
灯
は
火ほ

屋や

物
と
言
わ

れ
、
桟
が
あ
る
た
め
折
り
た
た
め
な
い

も
の
で
あ
る
。

絵
付
け
も
お
盆
提
灯
以
外
の
火
袋
物

は
貼
っ
た
あ
と
に
行
う
場
合
が
多
い
。

一
方
、
手
描
き
以
外
の
火
屋
物
は
予
め

絵
柄
の
付
い
た
紙
（
布
）
を
裁
断
し
て

内
側
か
ら
貼
る
こ
と
が
多
い
。


